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凡
例
1
　
各
項
目
に
お
け
る
表
記
の
順
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
方
法
に
従
う
。

　
a
　
単
行
本
、
叢
書
、
報
告
書
等
は
『
タ
イ
ト
ル
』
、
出
版
社
（
ま
た
は
刊
行
者
）
、
刊
行
年
月
の
順
。

　
b
　
単
行
本
、
叢
書
、
報
告
書
等
に
お
け
る
分
担
執
筆
等
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
、
『
掲
載
書
名
』
、
書
誌
情
報
の
順
。

　
c
　
雑
誌
掲
載
の
著
述
は
、
タ
イ
ト
ル
、
「
掲
載
誌
名
」
、
掲
載
年
月
の
順
。

　
d
　
新
聞
掲
載
の
著
述
は
、
タ
イ
ト
ル
、
「
新
聞
名
」
、
掲
載
年
月
日
の
順
。

　
e
　
事
典
記
事
等
に
関
し
て
は
、
『
事
典
名
』
、
編
纂
者
、
出
版
社
、
刊
行
年
月
の
順
に
記
し
、
執
筆
項
目
は
省
略
す
る
。

2
　
必
要
に
応
じ
、
［
著
述
内
容
の
分
類
］
、
（
著
作
物
に
関
す
る
説
明
）
ま
た
は
〈
掲
載
誌
に
お
け
る
特
集
タ
イ
ト
ル
等
〉
を
記
す
。

3
　
刊
行
の
月
日
が
不
明
な
も
の
は
、
当
該
年
の
末
尾
に
置
く
。

一
九
五
七
年

　
土
地
の
賃
借
権
に
基
づ
く
第
三
者
に
対
す
る
妨
害
排
除
請
求
「
法
学
」
2
1
巻
2
号
、
一
九
五
七
年
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一
九
五
八
年

最
高
裁
の
民
法
判
例
概
観
e
～
㈲
「
法
律
時
報
」
3
0
巻
4
・
5
・
6
・
8
・
9
号
、
一
九
五
八
年
三
月

ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
ク
『
現
代
中
国
家
族
法
に
お
け
る
保
守
主
義
』
［
文
献
紹
介
］
「
法
学
」
2
2
巻
1
号
、

一
九
五
九
年

未
成
年
養
子
の
許
可
に
つ
い
て
「
法
学
」
（
東
北
大
学
法
学
部
）
2
3
巻
1
号
、
一
九
五
九
年
三
月

内
縁
の
成
立
「
『
家
族
法
大
系
H
』
中
川
善
之
助
教
授
還
暦
記
念
」
（
有
斐
閣
）
、
一
九
五
九
年
六
月

縁
組
意
思
に
関
す
る
一
考
察
ー
判
例
の
処
理
方
法
を
め
ぐ
っ
て
「
商
学
討
究
」
（
小
樽
商
科
大
学
）
1
0
巻
2
号
、

一
九
六
〇
年

公
示
方
法
か
ら
み
た
立
木
と
立
稲
「
商
学
討
究
」
（
小
樽
商
科
大
学
）
n
巻
1
号
、
一
九
六
〇
月
八
月

未
成
年
養
子
の
許
可
「
東
北
法
学
会
雑
誌
」
（
東
北
法
学
会
）
3
号
、
一
九
六
〇
年
一
一
月

身
分
行
為
『
民
事
法
学
辞
典
下
巻
』
末
川
博
編
、
有
斐
閣
、
一
九
六
〇
年
一
二
月

一
九
六
一
年

フ
ラ
ン
ス
民
法
と
内
縁

『
小
樽
商
科
大
学
創
立
5
0
周
年
記
念
論
文
集
』
（
小
樽
商
科
大
学
）
、
一
九
六
一
年
七
月

一
九
五
八
年
四
月

一
九
五
九
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
32

　
　
　
　
　
　
　
　
9
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一
九
六
二
年

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
ー
と
く
に
生
命
侵
害
の
場
合
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
）
悩
号
、
一
九
六
二
年

　
一
月

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
立
法
と
内
縁
「
商
学
討
究
」
（
小
樽
商
科
大
学
）
1
2
巻
4
号
、
一
九
六
二
年
二
月

一
九
六
三
年

成
年
養
子
の
実
態
（
1
・
1
1
）
「
商
学
討
究
」
（
小
樽
商
科
大
学
）
1
4
巻
2
号
、
一
九
六
三
年
六
月

W
・
M
・
エ
ヴ
ァ
ン
編
『
法
と
社
会
学
』
［
文
献
紹
介
］
「
商
学
討
究
」
1
4
巻
3
号
、
一
九
六
三
年
二
月

一
九
六
四
年

親
権
と
子
供
の
教
育
を
受
け
る
権
利
「
北
大
法
学
論
集
」
（
北
海
道
大
学
法
学
部
）
4
巻
3
・
4
合
併
号
、
一
九
六
四
年
三
月

賃
借
権
の
相
続
『
判
例
演
習
（
親
族
・
相
続
）
』
柚
木
馨
ほ
か
編
（
有
斐
閣
）
、
一
九
六
四
年
二
一
月

一
九
六
五
年

『
家
庭
法
律
大
事
典
』
中
川
善
之
助
編
、
第
一
法
規
、
一
九
六
五
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一
九
六
六
年

『
体
系
民
法
事
典
』
中
川
善
之
助
編
、
青
林
書
院
新
社
、
一
九
六
六
年

売
主
の
遅
滞
と
果
実
収
取
権
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
不
動
産
判
例
百
選
』
」
、
一
九
六
六
年

性
能
保
証
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
動
産
（
売
買
）
判
例
百
選
』
」
、
一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

『
注
釈
民
法
⑫
の
相
続
①
』
中
川
善
之
助
編
、
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
三
月

本
人
の
関
与
し
な
い
婚
姻
届
の
効
力
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
』

（
旧
版
）
」
、
一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

嫡
出
否
認
『
新
民
法
演
習
5
（
親
族
・
相
続
）
』
谷
口
知
平
・
加
藤
一
郎
編
、
有
斐
閣
、
一
九
六
八
年
四
月

死
亡
の
場
合
の
近
親
者
の
慰
謝
料
請
求
権
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
交
通
事
故
判
例
百
選
』
」
、
一
九
六
八
年
四
月

『
夫
婦
親
子
の
法
律
相
談
』
島
津
一
郎
・
沼
辺
愛
一
編
、
有
斐
閣
、
］
九
六
八
年

一934一

一
九
六
九
年

『
相
続
（
実
用
法
律
事
典
3
）
』
中
川
善
之
助
・
山
畠
正
男
編
、
第
一
法
規
、

『
民
法
（
親
族
・
相
続
）
講
義
』
島
津
一
郎
・
椿
寿
夫
編
、
青
林
書
院
新
社
、

｝
九
六
九
年
一
月

一
九
六
九
年
四
月
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一
九
六
六
年

『
体
系
民
法
事
典
』
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善
之
助
編
、
青
林
書
院
新
社
、

一
九
六
六
年
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売
主
の
遅
滞
と
果
実
収
取
権
「
別
冊
ジ
ュ
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ス
ト
『
不
動
産
判
例
百
選
』
」
、

一
九
六
六
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能
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一
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(
親
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郎
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寿
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新
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六
九
年
四
月



一
九
七
〇
年

婚
姻
の
届
出
の
当
時
本
人
が
意
識
を
失
っ
て
い
た
場
合
の
婚
姻
屈
の
効
力
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
4
4
年
度
重
要
判
例
解

説
』
」
一
九
七
〇
年
七
月

　
一
、
特
定
の
財
産
を
特
定
の
相
続
人
に
相
続
（
取
得
）
さ
せ
る
旨
の
遺
言
の
趣
旨
　
二
、
遺
産
分
割
前
の
相
続
財
産
た
る
建
物
全
部

を
共
同
相
続
人
中
の
一
人
が
相
続
開
始
前
よ
引
き
続
き
使
用
収
益
し
て
い
る
場
合
と
他
の
相
続
人
に
対
す
る
不
法
行
為
の
成
否
「
判

例
評
論
」
蜘
号
「
判
例
時
報
」
鵬
号
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月

一
九
七
一
年

『
民
法
皿
（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
・
、
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）
』

『
民
法
⑧
』
遠
藤
浩
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、
一
九
七
一
年
九
月

中
川
善
之
助
・
島
津
一
郎
編
、
有
斐
閣
、
一
九
七
一
年
五
月
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一
九
七
二
年

本
人
の
関
与
し
な
い
婚
姻
届
の
効
力
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
』
」
、
一
九
七
二
年
二
月

借
家
明
渡
し
の
「
正
当
事
由
」
『
民
法
を
学
ぶ
』
水
本
浩
・
篠
塚
昭
次
編
、
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
四
月

利
益
相
反
行
為
『
演
習
民
法
（
親
族
・
相
続
）
』
山
畠
正
男
・
泉
久
雄
編
、
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
二
年
四
月

『
判
例
に
よ
る
民
法
入
門
（
家
族
法
）
』
中
川
善
之
助
編
、
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
二
年
一
〇
月

『
暮
ら
し
の
た
め
の
法
律
』
我
妻
栄
ほ
か
編
、
第
一
法
規
、
一
九
七
二
年
一
一
月

一
九
七

O
年

説』」

一
九
七

O
年
七
月

婚
姻
の
届
出
の
当
時
本
人
が
意
識
を
失
っ
て
い
た
場
合
の
婚
姻
届
の
効
力
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
制
年
度
重
要
判
例
解

一
、
特
定
の
財
産
を
特
定
の
相
続
人
に
相
続
(
取
得
)
さ
せ
る
旨
の
遺
言
の
趣
旨

例
評
論
」
国
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判
例
時
報
」
側
号
、

一
九
七

O
年
一

O
月

を
共
同
相
続
人
中
の
一
人
が
相
続
開
始
前
よ
引
き
続
き
使
用
収
益
し
て
い
る
場
合
と
他
の
相
続
人
に
対
す
る
不
法
行
為
の
成
否
「
判

二
、
遺
産
分
割
前
の
相
続
財
産
た
る
建
物
全
部

一
九
七
一
年

『
民
法
仙
川
』
遠
藤
浩
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、

一
九
七
一
年
九
月

『
民
法
凹
(
法
学
セ
ミ
ナ
ー
・
、
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ

i
ル
)
』
中
川
善
之
助
・
島
津
一
郎
編
、
有
斐
閣
、

一
九
七
一
年
五
月
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(
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編
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新
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、

利
益
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行
為
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習
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泉
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青
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一
九
七
三
年

配
偶
者
に
対
す
る
推
定
相
続
人
廃
除
請
求
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
（
新
版
）
』
」
、
一
九
七
三
年
二
月

届
出
意
思
の
欠
鉄
に
よ
る
婚
姻
の
無
効
と
そ
の
追
認
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
4
7
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、
一
九
七
三
年
六

月近
親
婚
と
重
婚
『
講
座
家
族
第
3
巻
』
青
山
道
夫
ほ
か
編
、
弘
文
堂
、
】
九
七
三
年
一
二
月

『
夫
婦
親
子
の
法
律
相
談
』
島
津
一
郎
・
沼
辺
愛
一
編
、
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年

『
現
代
法
学
事
典
第
三
巻
』
中
川
善
之
助
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
三
年

賃
借
権
の
相
続
『
判
例
演
習
（
親
族
・
相
続
）
・
増
補
版
』
柚
木
馨
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年

家
庭
裁
判
所
に
あ
ら
わ
れ
る
内
縁
問
題
［
座
談
会
］
「
ケ
ー
ス
研
究
」
餅
号
、
一
九
七
三
年

一
九
七
四
年

夫
婦
の
一
方
に
縁
組
意
思
の
な
い
夫
婦
共
同
縁
組
の
効
力
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
4
8
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、
一
九
七
四

年
七
月

『
親
族
・
相
続
事
故
百
科
』
中
川
善
之
助
監
修
、
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
一
九
七
四
年

限
定
承
認
「
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
『
判
例
民
法
皿
』
」
中
川
淳
ほ
か
編
、
一
九
七
四
年

一936一
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か
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夫
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島
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一
郎
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一
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一
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三
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中
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善
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助
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日
本
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一
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か
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善
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ナ
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判
例
民
法
皿
」
」
中
川
淳
ほ
か
編
、

一
九
七
四
年

一
九
七
三
年
六

-936-

一
九
七
四

936 

一
九
七
三
年

配
偶
者
に
対
す
る
推
定
相
続
人
廃
除
請
求
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
(
新
版
)
』
」
、

一
九
七
三
年
二
月

49 [山梨学院大学〕

届
出
意
思
の
欠
敏
に
よ
る
婚
姻
の
無
効
と
そ
の
追
認
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
U
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、

月近
親
婚
と
重
婚
『
講
座
家
族
第
3
巻
』
青
山
道
夫
ほ
か
編
、
弘
文
堂
、

一
九
七
三
年
一
二
月

『
夫
婦
親
子
の
法
律
相
談
』
島
津
一
郎
・
沼
辺
愛
一
編
、
有
斐
閣
、

一
九
七
三
年

法学論集

『
現
代
法
学
事
典
第
三
巻
』
中
川
善
之
助
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
七
三
年

賃
借
権
の
相
続
『
判
例
演
習
(
親
族
・
相
続
)
・
増
補
版
』
柚
木
馨
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、

一
九
七
三
年

家
庭
裁
判
所
に
あ
ら
わ
れ
る
内
縁
問
題
[
座
談
会
]
「
ケ

l
ス
研
究
」
印
号
、

一
九
七
三
年

一
九
七
四
年

夫
婦
の
一
方
に
縁
組
意
思
の
な
い
夫
婦
共
同
縁
組
の
効
力
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
必
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、

年
七
月

『
親
族
・
相
続
事
故
百
科
』
中
川
善
之
助
監
修
、
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、

一
九
七
四
年

限
定
承
認
「
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
『
判
例
民
法
皿
」
」
中
川
淳
ほ
か
編
、

一
九
七
四
年

一
九
七
三
年
六

-936-

一
九
七
四
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一
九
七
五
年

相
続
人
不
存
在
の
場
合
の
手
続
『
新
家
事
調
停
一
〇
〇
講
』
沼
辺
・
岡
垣
・
野
田
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
七
五
年
二
月

『
民
法
一
〇
〇
題
一
民
法
演
習
ノ
ー
ト
』
水
本
浩
・
高
木
多
喜
男
編
、
有
斐
閣
双
書
、
一
九
七
五
年
六
月

重
婚
的
内
縁
と
財
産
分
与
『
セ
ミ
ナ
ー
法
学
全
集
・
民
法
V
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年
六
月

主
婦
の
生
命
侵
害
と
逸
失
利
益
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
4
9
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、
一
九
七
五
年
六
月

近
親
者
の
慰
謝
料
請
求
権
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
交
通
事
故
判
例
百
選
（
第
2
版
）
』
」
加
藤
一
郎
・
宮
原
守
男
・
野
村
好
弘
ほ
か
編

48

号
、
一
九
七
五
年
八
月

『
民
法
学
の
基
礎
知
識
⑥
』
五
十
嵐
清
・
遠
藤
浩
・
川
井
健
・
島
津
一
郎
編
、
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
一
〇
月

『
建
物
区
分
所
有
権
法
』
玉
田
弘
毅
・
森
泉
章
・
半
田
正
夫
編
、
一
粒
社
、
一
九
七
五
年
二
月

［
九
七
六
年

『
新
版
体
系
民
法
事
典
』
、
中
川
善
之
助
・
遠
藤
浩
・
泉
久
雄
、
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
六
年
一
月

児
童
福
祉
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
『
家
族
i
政
策
と
法
　
第
2
巻
』
福
島
正
夫
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
一
月

親
権
者
の
監
護
・
教
育
義
務
『
民
法
学
7
（
親
族
・
相
続
の
重
要
問
題
）
』
奥
田
昌
道
・
玉
田
弘
毅
・
米
倉
明
・
川
井
健
．
西
原
道

雄
・
有
地
亨
編
、
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
三
月

『
民
法
副
読
本
（
債
権
総
論
・
各
論
）
』
森
泉
章
・
半
田
正
夫
編
、
文
真
堂
、
一
九
七
六
年
五
月

虚
偽
の
嫡
出
子
届
と
養
子
縁
組
の
成
否
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
創
刊
『
昭
和
5
0
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
一
九
七
六
年
六
月

一937一

一
九
七
五
年

相
続
人
不
存
在
の
場
合
の
手
続
『
新
家
事
調
停
一

O
O講
』
沼
辺
・
岡
垣
・
野
田
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、

一
九
七
五
年
二
月

『
民
法
一

O
O題
一
民
法
演
習
ノ
l
ト
』
水
本
浩
・
高
木
多
喜
男
編
、
有
斐
閣
双
書
、

一
九
七
五
年
六
月

重
婚
的
内
縁
と
財
産
分
与
『
セ
ミ
ナ
ー
法
学
全
集
・
民
法
V
』
日
本
評
論
社
、

一
九
七
五
年
六
月

主
婦
の
生
命
侵
害
と
逸
失
利
益
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
的
年
度
重
要
判
例
解
説
」
」
、

一
九
七
五
年
六
月

近
親
者
の
慰
謝
料
請
求
権
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
交
通
事
故
判
例
百
選
(
第
2
版
)
』
」
加
藤
一
郎
・
宮
原
守
男
・
野
村
好
弘
ほ
か
編

州知号、

一
九
七
五
年
八
月

『
民
法
学
の
基
礎
知
識

ω』
五
十
嵐
清
・
遠
藤
浩
・
川
井
健
・
島
津
一
郎
編
、
有
斐
閣
、

一
九
七
五
年
一

O
月

『
建
物
区
分
所
有
権
法
』
玉
田
弘
毅
・
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泉
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・
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田
正
夫
編
、

一
粒
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一
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七
五
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一
月

一
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六
年
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『
新
版
体
系
民
法
事
典
』
、
中
川
善
之
助
・
遠
藤
浩
・
泉
久
雄
、
青
林
書
院
新
社
、

一
九
七
六
年
一
月

児
童
福
祉
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
『
家
族
l

政
策
と
法

第
2
巻
』
福
島
正
夫
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
六
年
一
月

親
権
者
の
監
護
・
教
育
義
務
『
民
法
学
7
(
親
族
・
相
続
の
重
要
問
題
)
』
奥
田
昌
道
・
玉
田
弘
毅
・
米
倉
明
・
川
井
健
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西
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雄
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有
地
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、
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、

一
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年
三
月
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法
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読
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債
権
総
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・
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夫
編
、
文
真
堂
、
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六
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五
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偽
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と
養
子
縁
組
の
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時
創
刊
「
昭
和
閃
年
度
重
要
判
例
解
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」
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年
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五
年
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不
存
在
の
場
合
の
手
続
『
新
家
事
調
停
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O
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沼
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・
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垣
・
野
田
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
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九
七
五
年
二
月

『
民
法
一

O
O題
一
民
法
演
習
ノ
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ト
』
水
本
浩
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高
木
多
喜
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編
、
有
斐
閣
双
書
、
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七
五
年
六
月

重
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的
内
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と
財
産
分
与
『
セ
ミ
ナ
ー
法
学
全
集
・
民
法
V
』
日
本
評
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社
、

一
九
七
五
年
六
月

主
婦
の
生
命
侵
害
と
逸
失
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益
「
ジ
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リ
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ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
的
年
度
重
要
判
例
解
説
」
」
、
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五
年
六
月
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者
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慰
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求
権
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別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
交
通
事
故
判
例
百
選
(
第
2
版
)
』
」
加
藤
一
郎
・
宮
原
守
男
・
野
村
好
弘
ほ
か
編
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一
九
七
五
年
八
月

『
民
法
学
の
基
礎
知
識

ω』
五
十
嵐
清
・
遠
藤
浩
・
川
井
健
・
島
津
一
郎
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、
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閣
、

一
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七
五
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O
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建
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有
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』
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田
弘
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・
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泉
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・
半
田
正
夫
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、

一
粒
社
、

一
九
七
五
年
一
一
月

一
九
七
六
年

中川良延教授著作目録

『
新
版
体
系
民
法
事
典
』
、
中
川
善
之
助
・
遠
藤
浩
・
泉
久
雄
、
青
林
書
院
新
社
、

一
九
七
六
年
一
月

児
童
福
祉
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
『
家
族
l

政
策
と
法

第
2
巻
』
福
島
正
夫
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
六
年
一
月

親
権
者
の
監
護
・
教
育
義
務
『
民
法
学
7
(
親
族
・
相
続
の
重
要
問
題
)
』
奥
田
昌
道
・
玉
田
弘
毅
・
米
倉
明
・
川
井
健
・
西
原
道

雄
・
有
地
亨
編
、
有
斐
閣
、

一
九
七
六
年
三
月
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『
民
法
副
読
本
(
債
権
総
論
・
各
論
)
』
森
泉
章
・
半
田
正
夫
編
、
文
真
堂
、

一
九
七
六
年
五
月

虚
偽
の
嫡
出
子
届
と
養
子
縁
組
の
成
否
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
創
刊
「
昭
和
閃
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」

一
九
七
六
年
六
月
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相
続
人
の
廃
除
『
民
法
皿
〔
親
族
・
相
続
〕
』
川
井
健
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
六
年
二
月

一
九
七
七
年

『
民
法
入
門
⑭
』
川
井
健
編
、
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
六
月

遺
留
分
算
定
と
特
別
受
益
と
し
て
の
贈
与
金
の
評
価
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
51
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
一
九
七
七
年
六

月『
相
続
法
の
基
礎
（
実
用
編
）
』
島
津
一
郎
・
安
倍
正
三
・
田
中
恒
朗
編
、
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
七
年
九
月

『
民
法
講
義
7
（
親
族
）
』
久
貴
忠
彦
・
右
近
健
男
・
浦
本
寛
雄
・
中
川
良
延
・
山
崎
賢
一
・
阿
部
徹
・
泉
久
雄
（
分
担
執
筆
）
、
有

斐
閣
、
一
九
七
七
年
二
月

［
九
七
八
年

『
新
版
親
族
・
相
続
（
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）
』
中
川
善
之
助
・
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
二
月

『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
㈲
　
民
法
四
（
親
族
）
』
島
津
一
郎
ほ
か
、
三
省
堂
、
一
九
七
八
年
四
月

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
（
上
）
』
玉
田
弘
毅
編
著
、
一
粒
社
、
一
九
七
八
年
五
月

別
居
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
（
有
斐
閣
）
鰯
号
、
一
九
七
八
年
六
月

特
定
不
動
産
の
遺
贈
と
登
記
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」
】
九
七
八
年
六
月
号
、
一
九
七
八
年
六
月

一938一
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相
続
人
の
廃
除
『
民
法
凹
〔
親
族
・
相
続
〕
』
川
井
健
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
七
六
年
一
一
月
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一
九
七
七
年

一
九
七
七
年
六
月

「
民
法
入
門

ω』
川
井
健
編
、
有
斐
閣
、

遺
留
分
算
定
と
特
別
受
益
と
し
て
の
贈
与
金
の
評
価
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
日
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」

一
九
七
七
年
六

月
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『
相
続
法
の
基
礎
(
実
用
編
)
』
島
津
一
郎
・
安
倍
正
三
・
田
中
恒
朗
編
、
青
林
書
院
新
社
、

一
九
七
七
年
九
月

『
民
法
講
義
7
(
親
族
)
』
久
貴
忠
彦
・
右
近
健
男
・
浦
本
寛
雄
・
中
川
良
延
・
山
崎
賢
一
・
阿
部
徹
・
泉
久
雄
(
分
担
執
筆
)
、
有

-938-

斐
関
、

一
九
七
七
年
一
一
月

一
九
七
八
年

『
新
版
親
族
・
相
続
(
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
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ル
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』
中
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善
之
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・
島
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、
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一
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八
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津
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郎
ほ
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、
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堂
、
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の
法
律
(
上
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』
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田
弘
毅
編
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、
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粒
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、

一
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五
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を
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、
三
の
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題
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ジ
ュ
リ
ス
ト
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(
有
斐
閣
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師
号
、

一
九
七
八
年
六
月

特
定
不
動
産
の
遺
贈
と
登
記
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」

一
九
七
八
年
六
月
号
、

一
九
七
八
年
六
月

938 

相
続
人
の
廃
除
『
民
法
凹
〔
親
族
・
相
続
〕
』
川
井
健
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
七
六
年
一
一
月

49 C山梨学院大学〕

一
九
七
七
年

一
九
七
七
年
六
月

「
民
法
入
門

ω』
川
井
健
編
、
有
斐
閣
、

遺
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と
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和
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解
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『
相
続
法
の
基
礎
(
実
用
編
)
』
島
津
一
郎
・
安
倍
正
三
・
田
中
恒
朗
編
、
青
林
書
院
新
社
、

一
九
七
七
年
九
月

『
民
法
講
義
7
(
親
族
)
』
久
貴
忠
彦
・
右
近
健
男
・
浦
本
寛
雄
・
中
川
良
延
・
山
崎
賢
一
・
阿
部
徹
・
泉
久
雄
(
分
担
執
筆
)
、
有

-938-

斐
関
、

一
九
七
七
年
一
一
月

一
九
七
八
年

『
新
版
親
族
・
相
続
(
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
)
』
中
川
善
之
助
・
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
七
八
年
二
月

『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
1
ル

ω
民
法
W
(親
族
)
』
島
津
一
郎
ほ
か
、
三
省
堂
、

一
九
七
八
年
四
月

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
(
上
)
』
玉
田
弘
毅
編
著
、

一
粒
社
、

一
九
七
八
年
五
月

別
居
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
(
有
斐
閣
)
師
号
、

一
九
七
八
年
六
月

特
定
不
動
産
の
遺
贈
と
登
記
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」

一
九
七
八
年
六
月
号
、

一
九
七
八
年
六
月



一
九
七
九
年

遺
産
分
割
協
議
が
詐
害
行
為
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例
「
判
例
時
報
」
鵬
号
甥
頁
、
一
九
七
九
年
四
月

夫
婦
養
子
と
年
長
者
養
子
の
禁
止
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
5
3
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
一
九
七
九
年
六
月

『
私
法
大
要
ー
民
商
法
入
門
』
服
部
榮
三
編
著
、
勤
草
書
房
、
一
九
七
九
年
七
月

939　中川良延教授著作目録

一
九
八
○
年

重
婚
的
内
縁
関
係
に
あ
る
夫
に
対
す
る
妻
の
婚
姻
費
用
分
担
請
求
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
3
版
〕
』
」
、
一
九

八
○
年
二
月

『
現
代
家
庭
法
律
大
事
典
』
加
藤
一
郎
ほ
か
編
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
○
年
四
月

相
続
法
改
正
の
問
題
点
［
コ
ラ
ム
］
「
『
携
帯
市
民
六
法
』
一
九
八
○
年
版
」
渡
辺
洋
三
責
任
編
集
・
小
川
政
亮
ほ
か
編
集
、
一
九
八

○
年
五
月

『
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
民
法
』
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
M
4
4
、
下
森
定
・
半
田
正
夫
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
○
年
六
月

重
婚
的
内
縁
の
法
的
問
題
「
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
『
家
族
法
の
理
論
と
実
務
』
」
加
藤
一
郎
・
岡
垣
学
・
野
田
愛
子
編
、
一
九
八
○

年
一
二
月

一
九
八
一
年

『
新
版
民
法
⑧

（
親
族
）
』
遠
藤
浩
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
一
月

一939一

一
九
七
九
年

遺
産
分
割
協
議
が
詐
害
行
為
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例
「
判
例
時
報
」
側
号
同
頁
、

一
九
七
九
年
四
月

夫
婦
養
子
と
年
長
者
養
子
の
禁
止
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
日
年
度
重
要
判
例
解
説
」
」

一
九
七
九
年
六
月

「
私
法
大
要
l

民
商
法
入
門
』
服
部
築
三
編
著
、
動
草
書
一
房
、

一
九
七
九
年
七
月

一
九
八

O
年

重
婚
的
内
縁
関
係
に
あ
る
夫
に
対
す
る
妻
の
婚
姻
費
用
分
担
請
求
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
3
版〕』」、

八
O
年
二
月

『
現
代
家
庭
法
律
大
事
典
』
加
藤
一
郎
ほ
か
編
、
第
一
法
規
出
版
、

一
九
八

O
年
四
月

相
続
法
改
正
の
問
題
点
[
コ
ラ
ム
]
「
『
携
帯
市
民
六
法
』

一
九
八

O
年
版
」
渡
辺
洋
三
責
任
編
集
・
小
川
政
亮
ほ
か
編
集
、

O
年
五
月

中川良延教授著作目録

『
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
民
法
』
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
ぬ
斜
、
下
森
定
・
半
田
正
夫
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
八

O
年
六
月

重
婚
的
内
縁
の
法
的
問
題
「
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
『
家
族
法
の
理
論
と
実
務
』
」
加
藤
一
郎
・
岡
垣
学
・
野
田
愛
子
編
、

年
一
二
月

939 

一
九
八
一
年

『
新
版
民
法

ω(親
族
)
』
遠
藤
浩
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、

一
九
八
一
年
一
月

九

一
九
八

-939-

一
九
八

O

一
九
七
九
年

遺
産
分
割
協
議
が
詐
害
行
為
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例
「
判
例
時
報
」
側
号
同
頁
、

一
九
七
九
年
四
月

夫
婦
養
子
と
年
長
者
養
子
の
禁
止
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
日
年
度
重
要
判
例
解
説
」
」

一
九
七
九
年
六
月

「
私
法
大
要
l

民
商
法
入
門
』
服
部
築
三
編
著
、
動
草
書
一
房
、

一
九
七
九
年
七
月

一
九
八

O
年

重
婚
的
内
縁
関
係
に
あ
る
夫
に
対
す
る
妻
の
婚
姻
費
用
分
担
請
求
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
3
版〕』」、

八
O
年
二
月

『
現
代
家
庭
法
律
大
事
典
』
加
藤
一
郎
ほ
か
編
、
第
一
法
規
出
版
、

一
九
八

O
年
四
月

相
続
法
改
正
の
問
題
点
[
コ
ラ
ム
]
「
『
携
帯
市
民
六
法
』

一
九
八

O
年
版
」
渡
辺
洋
三
責
任
編
集
・
小
川
政
亮
ほ
か
編
集
、

O
年
五
月

中川良延教授著作目録

『
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
民
法
』
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
ぬ
斜
、
下
森
定
・
半
田
正
夫
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
八

O
年
六
月

重
婚
的
内
縁
の
法
的
問
題
「
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
『
家
族
法
の
理
論
と
実
務
』
」
加
藤
一
郎
・
岡
垣
学
・
野
田
愛
子
編
、

年
一
二
月

939 

一
九
八
一
年

『
新
版
民
法

ω(親
族
)
』
遠
藤
浩
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、

一
九
八
一
年
一
月

九

一
九
八

-939-

一
九
八

O
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母
の
死
亡
に
よ
る
相
続
に
つ
き
遺
産
の
分
割
そ
の
他
の
処
分
後
に
共
同
相
続
人
で
あ
る
子
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
例

時
報
」
朧
号
、
一
九
八
一
年
一
月

『
民
法
入
門
⑭
家
族
法
（
第
3
版
）
』
川
井
健
編
、
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
三
月

『
不
動
産
売
買
の
法
律
相
談
（
第
5
版
）
』
幾
代
通
・
山
本
進
一
編
、
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
］
二
月

内
縁
と
同
棲
「
不
動
産
法
律
セ
ミ
ナ
ー
」
1
2
巻
1
2
号
9
頁
、
一
九
八
一
年
一
二
月

一
九
八
二
年

『
法
律
マ
ス
タ
ー
講
座
・
民
法
コ
ー
ス
』
林
修
三
・
森
泉
章
監
修
、
実
務
教
育
出
版
、
一
九
八
二
年
三
月

『
基
本
判
例
双
書
・
民
法
〔
親
族
・
相
続
〕
』
好
美
清
光
・
久
貴
忠
彦
編
、
同
文
舘
、
一
九
八
二
年
五
月

『
民
法
H
〔
債
権
総
論
・
債
権
各
論
・
親
族
・
相
続
〕
』
森
泉
章
編
、
法
学
書
院
、
一
九
八
二
年
一
一
月

「
判
例

一940一

一
九
八
三
年

「
家
庭
内
暴
力
」
考
［
随
想
］
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
鵬
号
（
一
九
八
三
年
二
月
一
日
号
）
、
一
九
八
三
年
一
月

『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
親
族
・
相
続
〕
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
五
月

認
知
の
訴
え
に
お
け
る
出
訴
期
間
の
起
算
点
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
5
7
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」

一
九
八
三
年
六
月

940 

一
九
八
一
年
一
月

母
の
死
亡
に
よ
る
相
続
に
つ
き
遺
産
の
分
割
そ
の
他
の
処
分
後
に
共
同
相
続
人
で
あ
る
子
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
例
「
判
例

時
報
」
似
号
、

49 C山梨学院大学〕

『
民
法
入
門

ω家
族
法
(
第
3
版
)
』
川
井
健
編
、
有
斐
閣
、

一
九
八
一
年
三
月

「
不
動
産
売
買
の
法
律
相
談
(
第
5
版
)
』
幾
代
通
・
山
本
進
一
一
編
、
有
斐
閣
、

内
縁
と
同
棲
「
不
動
産
法
律
セ
ミ
ナ
ー
」
ロ
巻
ロ
号
9
頁、

一
九
八
一
年
一
二
月

法学論集

一
九
八
二
年

『
法
律
マ
ス
タ
ー
講
座
・
民
法
コ

l
ス
』
林
修
三
・
森
泉
章
監
修
、
実
務
教
育
出
版
、

「
基
本
判
例
双
書
・
民
法
〔
親
族
・
相
続
〕
』
好
美
清
光
・
久
貴
忠
彦
編
、
同
文
舘
、

『
民
法
H

〔
債
権
総
論
・
債
権
各
論
・
親
族
・
相
続
〕
』
森
泉
章
編
、
法
学
書
院
、

一
九
八
三
年

「
家
庭
内
暴
力
」
考
[
随
想
]
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
初
号
(
一
九
八
三
年
二
月
一
日
号
)
、

『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
親
族
・
相
続
〕
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
八
一
年
一
二
月

一
九
八
二
年
三
月

一
九
八
二
年
五
月

一
九
八
二
年
一
一
月

一
九
八
三
年
五
月
一
九
八
三
年
一
月

認
知
の
訴
え
に
お
げ
る
出
訴
期
間
の
起
算
点
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
町
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」

一
九
八
三
年
六
月

-940-

940 

一
九
八
一
年
一
月

母
の
死
亡
に
よ
る
相
続
に
つ
き
遺
産
の
分
割
そ
の
他
の
処
分
後
に
共
同
相
続
人
で
あ
る
子
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
例
「
判
例

時
報
」
似
号
、

49 C山梨学院大学〕

『
民
法
入
門

ω家
族
法
(
第
3
版
)
』
川
井
健
編
、
有
斐
閣
、

一
九
八
一
年
三
月

「
不
動
産
売
買
の
法
律
相
談
(
第
5
版
)
』
幾
代
通
・
山
本
進
一
一
編
、
有
斐
閣
、

内
縁
と
同
棲
「
不
動
産
法
律
セ
ミ
ナ
ー
」
ロ
巻
ロ
号
9
頁、

一
九
八
一
年
一
二
月

法学論集

一
九
八
二
年

『
法
律
マ
ス
タ
ー
講
座
・
民
法
コ

l
ス
』
林
修
三
・
森
泉
章
監
修
、
実
務
教
育
出
版
、

「
基
本
判
例
双
書
・
民
法
〔
親
族
・
相
続
〕
』
好
美
清
光
・
久
貴
忠
彦
編
、
同
文
舘
、

『
民
法
H

〔
債
権
総
論
・
債
権
各
論
・
親
族
・
相
続
〕
』
森
泉
章
編
、
法
学
書
院
、

一
九
八
三
年

「
家
庭
内
暴
力
」
考
[
随
想
]
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
初
号
(
一
九
八
三
年
二
月
一
日
号
)
、

『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
親
族
・
相
続
〕
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
八
一
年
一
二
月

一
九
八
二
年
三
月

一
九
八
二
年
五
月

一
九
八
二
年
一
一
月

一
九
八
三
年
五
月
一
九
八
三
年
一
月

認
知
の
訴
え
に
お
げ
る
出
訴
期
間
の
起
算
点
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
町
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」

一
九
八
三
年
六
月

-940-
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一
九
八
四
年

連
帯
保
証
と
親
権
者
の
利
益
相
反
『
新
版
・
判
例
演
習
民
法
5
親
族
・
相
続
』
谷
口
知
平
・
加
藤
一
郎
編
（
有
斐
閣
）
、
一
九
八
四

年
二
月

私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
養
子
法
の
課
題
』
か
ら
ー
二
、
三
の
問
題
点
「
新
し
い
家
族
」
第
5
号
、
一
九
八
四
年
夏

離
婚
調
停
の
理
論
〔
随
想
〕
「
『
家
裁
の
ひ
ろ
ば
』
千
葉
家
庭
裁
判
所
3
5
周
年
記
念
特
別
号
」
一
九
八
四
年
一
〇
月

一
九
八
五
年

有
責
配
偶
者
の
離
婚
請
求
と
調
停
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
珊
号
、
一
九
八
五
年
五
月

『
民
法
1
（
総
則
・
物
権
法
）
』
中
川
淳
編
、
法
学
書
院
、
一
九
八
五
年
八
月

養
子
制
度
ー
児
童
福
祉
制
度
へ
の
脱
皮
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
31
『
こ
れ
か
ら
の
家
族
』
」
（
日
本
評
論
社
）
、

　
一
九
八
五
年
一
〇
月

里
親
と
親
権
を
め
ぐ
っ
て
1
法
律
的
側
面
か
ら
「
新
し
い
家
族
」
第
7
号
、
一
九
八
五
年
一
〇
月

婚
約
の
法
的
保
護
『
演
習
民
法
（
親
族
）
』
山
畠
正
男
・
泉
久
雄
編
、
青
林
書
院
、
一
九
八
五
年
二
月

相
続
関
係
に
お
け
る
利
益
相
反
『
演
習
民
法
（
相
続
）
』
山
畠
正
男
・
泉
久
雄
編
（
青
林
書
院
）
、
一
九
八
五
年
一
二
月

一
九
八
六
年

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
（
第
3
版
）
』
玉
田
弘
毅
編
著
、
青
林
書
院
、
一
九
八
六
年
二
月

一941一

一
九
八
四
年

連
帯
保
証
と
親
権
者
の
利
益
相
反
『
新
版
・
判
例
演
習
民
法
5
親
族
・
相
続
』
谷
口
知
平
・
加
藤
一
郎
編
(
有
斐
閣
)
、

年
二
月

私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
養
子
法
の
課
題
』
か
ら
!
二
、
三
の
問
題
点
「
新
し
い
家
族
」
第
5
号、

一
九
八
四
年
夏

離
婚
調
停
の
理
論
〔
随
想
〕
「
『
家
裁
の
ひ
ろ
ば
』
千
葉
家
庭
裁
判
所
お
周
年
記
念
特
別
号
」

一
九
八
四
年
一

O
月

一
九
八
五
年

有
責
配
偶
者
の
離
婚
請
求
と
調
停
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
別
号
、

一
九
八
五
年
五
月

『
民
法
I
(総
則
・
物
権
法
)
』
中
川
淳
編
、
法
学
書
院
、

一
九
八
五
年
八
月

養
子
制
度
i
児
童
福
祉
制
度
へ
の
脱
皮
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
訂
『
こ
れ
か
ら
の
家
族
』
」
(
日
本
評
論
社
)
、

一
九
八
五
年
一

O
月

中川良延教授著作目録

里
親
と
親
権
を
め
ぐ
っ
て
!
法
律
的
側
面
か
ら
「
新
し
い
家
族
」
第
7
号、

一
九
八
五
年
一

O
月

婚
約
の
法
的
保
護
『
演
習
民
法
(
親
族
)
』
山
畠
正
男
・
泉
久
雄
編
、
青
林
書
院
、

一
九
八
五
年
一
一
月

相
続
関
係
に
お
け
る
利
益
相
反
『
演
習
民
法
(
相
続
)
』
山
畠
正
男
・
泉
久
雄
編
(
青
林
書
院
)
、

一
九
八
五
年
二
一
月

941 

一
九
八
六
年

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
(
第
3
版
)
』
玉
田
弘
毅
編
著
、
青
林
書
院
、

一
九
八
六
年
二
月

一
九
八
四

-941-

一
九
八
四
年

連
帯
保
証
と
親
権
者
の
利
益
相
反
『
新
版
・
判
例
演
習
民
法
5
親
族
・
相
続
』
谷
口
知
平
・
加
藤
一
郎
編
(
有
斐
閣
)
、

年
二
月

私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
養
子
法
の
課
題
』
か
ら
!
二
、
三
の
問
題
点
「
新
し
い
家
族
」
第
5
号、

一
九
八
四
年
夏

離
婚
調
停
の
理
論
〔
随
想
〕
「
『
家
裁
の
ひ
ろ
ば
』
千
葉
家
庭
裁
判
所
お
周
年
記
念
特
別
号
」

一
九
八
四
年
一

O
月

一
九
八
五
年

有
責
配
偶
者
の
離
婚
請
求
と
調
停
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
別
号
、

一
九
八
五
年
五
月

『
民
法
I
(総
則
・
物
権
法
)
』
中
川
淳
編
、
法
学
書
院
、

一
九
八
五
年
八
月

養
子
制
度
i
児
童
福
祉
制
度
へ
の
脱
皮
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
訂
『
こ
れ
か
ら
の
家
族
』
」
(
日
本
評
論
社
)
、

一
九
八
五
年
一

O
月
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里
親
と
親
権
を
め
ぐ
っ
て
!
法
律
的
側
面
か
ら
「
新
し
い
家
族
」
第
7
号、

一
九
八
五
年
一

O
月

婚
約
の
法
的
保
護
『
演
習
民
法
(
親
族
)
』
山
畠
正
男
・
泉
久
雄
編
、
青
林
書
院
、

一
九
八
五
年
一
一
月

相
続
関
係
に
お
け
る
利
益
相
反
『
演
習
民
法
(
相
続
)
』
山
畠
正
男
・
泉
久
雄
編
(
青
林
書
院
)
、

一
九
八
五
年
二
一
月
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一
九
八
六
年

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
(
第
3
版
)
』
玉
田
弘
毅
編
著
、
青
林
書
院
、

一
九
八
六
年
二
月

一
九
八
四

-941-
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『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
（
第
3
版
）
2
』
玉
田
弘
毅
編
著
、
青
林
書
院
、
一
九
八
六
年
四
月

学
校
法
人
の
死
亡
退
職
金
の
内
縁
の
妻
へ
の
帰
属
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
6
0
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、
一
九
八
六
年
六
月

離
婚
調
停
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
「
『
法
と
法
過
程
－
社
会
諸
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
広
中
俊
雄
教
授
還
暦
記
念
論
集
」
望
月
礼
二

郎
・
樋
口
陽
一
・
安
藤
次
男
編
、
創
文
社
、
一
九
八
六
年
一
〇
月

一
九
八
七
年

『
注
解
家
事
審
判
法
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、
一
九
八
七
年
二
月

『
注
解
家
事
審
判
規
則
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、
一
九
八
七
年
二
月

中
川
高
男
著
『
第
二
の
自
然
i
特
別
養
子
の
光
芒
』
（
一
粒
社
、
昭
和
六
一
年
一
〇
月
）
［
読
書
案
内
］
「
新
し
い
家
族
」
第
1
0
号
、

　
一
九
八
七
年
二
月

養
子
『
民
法
副
読
本
（
親
族
・
相
続
）
』
黒
木
・
松
嶋
編
、
文
真
堂
、
一
九
八
七
年
三
月

男
の
望
む
家
庭
・
女
が
求
め
る
家
庭
［
座
談
会
］
「
渥
美
雅
子
『
妻
か
ら
の
離
縁
状
』
」
一
九
八
七
年
四
月

民
法
九
一
二
条
三
号
に
い
う
相
続
財
産
と
相
続
債
務
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
61
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、
一
九
八
七
年
六

月鈴
木
禄
弥
『
相
続
法
講
義
』
［
書
評
］
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」
一
九
八
七
年
八
月
号
、
一
九
八
七
年
七
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
七
年
八
月
号
（
M
8
3
）
、
一
九
八
七
年
八
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
｝
九
八
七
年
九
月
号
（
恥
8
4
）
、
一
九
八
七
年
九
月

一942一
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「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
(
第
3
版
)
2
』
玉
田
弘
毅
編
著
、
青
林
書
院
、

一
九
八
六
年
四
月

学
校
法
人
の
死
亡
退
職
金
の
内
縁
の
妻
へ
の
帰
属
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和

ω年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、

49 C山梨学院大学〕

郎
・
樋
口
陽
一
・
安
藤
次
男
編
、
創
文
社
、

一
九
八
六
年
一

O
月

離
婚
調
停
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
「
『
法
と
法
過
程
!
社
会
諸
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
広
中
俊
雄
教
授
還
暦
記
念
論
集
」
望
月
礼
二

一
九
八
六
年
六
月

一
九
八
七
年

法学論集

『
注
解
家
事
審
判
法
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、

一
九
八
七
年
二
月

『
注
解
家
事
審
判
規
則
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、

一
九
八
七
年
二
月

中
川
高
男
著
『
第
二
の
自
然
ー
特
別
養
子
の
光
吉
』
(
一
粒
社
、
昭
和
六
一
年
一

O
月
)
[
読
書
案
内
]
「
新
し
い
家
族
」
第
刊
号
、

-942-

一
九
八
七
年
二
月

養
子
『
民
法
副
読
本
(
親
族
・
相
続
)
』
黒
木
・
松
嶋
編
、
文
真
堂
、

一
九
八
七
年
三
月

男
の
望
む
家
庭
・
女
が
求
め
る
家
庭
[
座
談
会
]
「
渥
美
雅
子
『
妻
か
ら
の
離
縁
状
』
」

一
九
八
七
年
四
月

民
法
九
二
一
条
三
号
に
い
う
相
続
財
産
と
相
続
債
務
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
則
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、

月鈴
木
藤
弥
『
相
続
法
講
義
』
[
書
評
]
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」

一
九
八
七
年
八
月
号
、

一
九
八
七
年
七
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
七
年
八
月
号
(
ぬ
お
)
、

一
九
八
七
年
八
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
七
年
九
月
号
(
ぬ
倒
)
、

一
九
八
七
年
九
月

一
九
八
七
年
六

942 

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
(
第
3
版
)
2
』
玉
田
弘
毅
編
著
、
青
林
書
院
、

一
九
八
六
年
四
月

学
校
法
人
の
死
亡
退
職
金
の
内
縁
の
妻
へ
の
帰
属
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和

ω年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、

49 C山梨学院大学〕

郎
・
樋
口
陽
一
・
安
藤
次
男
編
、
創
文
社
、

一
九
八
六
年
一

O
月

離
婚
調
停
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
「
『
法
と
法
過
程
!
社
会
諸
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
広
中
俊
雄
教
授
還
暦
記
念
論
集
」
望
月
礼
二

一
九
八
六
年
六
月

一
九
八
七
年

法学論集

『
注
解
家
事
審
判
法
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、

一
九
八
七
年
二
月

『
注
解
家
事
審
判
規
則
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、

一
九
八
七
年
二
月

中
川
高
男
著
『
第
二
の
自
然
ー
特
別
養
子
の
光
吉
』
(
一
粒
社
、
昭
和
六
一
年
一

O
月
)
[
読
書
案
内
]
「
新
し
い
家
族
」
第
刊
号
、

-942-

一
九
八
七
年
二
月

養
子
『
民
法
副
読
本
(
親
族
・
相
続
)
』
黒
木
・
松
嶋
編
、
文
真
堂
、

一
九
八
七
年
三
月

男
の
望
む
家
庭
・
女
が
求
め
る
家
庭
[
座
談
会
]
「
渥
美
雅
子
『
妻
か
ら
の
離
縁
状
』
」

一
九
八
七
年
四
月

民
法
九
二
一
条
三
号
に
い
う
相
続
財
産
と
相
続
債
務
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
『
昭
和
則
年
度
重
要
判
例
解
説
』
」
、

月鈴
木
藤
弥
『
相
続
法
講
義
』
[
書
評
]
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」

一
九
八
七
年
八
月
号
、

一
九
八
七
年
七
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
七
年
八
月
号
(
ぬ
お
)
、

一
九
八
七
年
八
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
七
年
九
月
号
(
ぬ
倒
)
、

一
九
八
七
年
九
月

一
九
八
七
年
六
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演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
七
年
一
〇
月
号
（
M
8
5
）
、
一
九
八
七
年
一
〇
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
七
年
コ
月
号
（
臨
86
）
、
一
九
八
七
年
一
一
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
七
年
一
二
月
号
（
恥
8
7
）
、
一
九
八
七
年
一
二
月

一
九
八
八
年

『
逐
条
民
法
特
別
法
講
座
”
1
0
』
川
井
健
・
岡
垣
学
ほ
か
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
八
年
一
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
一
月
号
（
M
88
）
、
一
九
八
八
年
一
月

最
近
の
調
停
か
ら
見
た
家
庭
問
題
［
随
想
］
「
石
垣
」
一
九
八
八
年
一
月
号
、
一
九
八
八
年
一
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
二
月
号
（
晦
89
）
、
一
九
八
八
年
二
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
三
月
号
（
M
9
0
）
、
一
九
八
八
年
三
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
四
月
号
（
M
9
1
）
、
一
九
八
八
年
四
月

『
新
家
事
調
停
読
本
』
沼
辺
ほ
か
編
、
一
粒
社
、
一
九
八
八
年
五
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
五
月
号
（
M
9
2
）
、
一
九
八
八
年
五
月

『
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
⑳
親
族
1
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
八
年
六
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
六
月
号
（
M
9
3
）
、
一
九
八
八
年
六
月

遺
産
分
割
調
停
に
つ
い
て
の
覚
書
「
『
現
代
財
産
権
論
の
課
題
』
小
林
三
衛
先
生
退
官
記
念
論
文
集
」
、

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
七
月
号
（
酌
9
4
）
、
一
九
八
八
年
七
月

敬
文
堂
、
一
九
八
八
年
七
月

一943一

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
八
年

一
九
八
七
年
一

O
月
号
(
ぬ
お
)
、

一
九
八
七
年
一
一
月
号
(
ぬ
鉛
)
、

一
九
八
七
年
一
二
月
号
(
ぬ
幻
)
、

一
九
八
七
年
一

O
月

一
九
八
七
年
一
一
月

一
九
八
七
年
二
一
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

『
逐
条
民
法
特
別
法
講
座
一
一
山
』
川
井
健
・
岡
垣
学
ほ
か
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、

一
九
八
八
年
一
月

一
九
八
八
年
一
月
号
(
ぬ
ω
∞)、

最
近
の
調
停
か
ら
見
た
家
庭
問
題
[
随
想
]
「
石
垣
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

中川良延教授著作目録

『
新
家
事
調
停
読
本
』
沼
辺
ほ
か
編
、

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
八
年
一
月

一
九
八
八
年
一
月

一
九
八
八
年
一
月
号
、

一
九
八
八
年
二
月

一
九
八
八
年
二
月
号
(
ぬ
約
)
、

一
九
八
八
年
三
月
号
(
ぬ
卯
)
、

一
九
八
八
年
四
月
号
(
ぬ
但
)
、

一
粒
社
、

一
九
八
八
年
五
月

一
九
八
八
年
五
月
号
(
ぬ
幻
)
、

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

『
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル

ω親
族
1
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、

一
九
八
八
年
六
月
号
(
ぬ
幻
)
、

一
九
八
八
年
六
月

一
九
八
八
年
六
月

一
九
八
八
年
三
月

一
九
八
八
年
四
月

一
九
八
八
年
五
月

遺
産
分
割
調
停
に
つ
い
て
の
覚
書
「
『
現
代
財
産
権
論
の
課
題
』
小
林
三
衛
先
生
退
官
記
念
論
文
集
」
、
敬
文
堂
、

943 

演
習
・
民
法
l

「
法
学
教
室
」

一
九
八
八
年
七
月
号
(
ぬ
似
て

一
九
八
八
年
七
月

-943-

一
九
八
八
年
七
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
八
年

一
九
八
七
年
一

O
月
号
(
ぬ
お
)
、

一
九
八
七
年
一
一
月
号
(
ぬ
鉛
)
、

一
九
八
七
年
一
二
月
号
(
ぬ
幻
)
、

一
九
八
七
年
一

O
月

一
九
八
七
年
一
一
月

一
九
八
七
年
二
一
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

『
逐
条
民
法
特
別
法
講
座
一
一
山
』
川
井
健
・
岡
垣
学
ほ
か
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、

一
九
八
八
年
一
月

一
九
八
八
年
一
月
号
(
ぬ
ω
∞)、

最
近
の
調
停
か
ら
見
た
家
庭
問
題
[
随
想
]
「
石
垣
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」
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『
新
家
事
調
停
読
本
』
沼
辺
ほ
か
編
、

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
八
年
一
月

一
九
八
八
年
一
月

一
九
八
八
年
一
月
号
、

一
九
八
八
年
二
月

一
九
八
八
年
二
月
号
(
ぬ
約
)
、

一
九
八
八
年
三
月
号
(
ぬ
卯
)
、

一
九
八
八
年
四
月
号
(
ぬ
但
)
、

一
粒
社
、

一
九
八
八
年
五
月

一
九
八
八
年
五
月
号
(
ぬ
幻
)
、

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

『
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル

ω親
族
1
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、

一
九
八
八
年
六
月
号
(
ぬ
幻
)
、

一
九
八
八
年
六
月

一
九
八
八
年
六
月

一
九
八
八
年
三
月

一
九
八
八
年
四
月

一
九
八
八
年
五
月

遺
産
分
割
調
停
に
つ
い
て
の
覚
書
「
『
現
代
財
産
権
論
の
課
題
』
小
林
三
衛
先
生
退
官
記
念
論
文
集
」
、
敬
文
堂
、

943 

演
習
・
民
法
l

「
法
学
教
室
」

一
九
八
八
年
七
月
号
(
ぬ
似
て

一
九
八
八
年
七
月

-943-

一
九
八
八
年
七
月



法学論集　49〔山梨学院大学〕944

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
八
月
号
（
臨
95
）
、
一
九
八
八
年
八
月

死
亡
に
よ
る
損
害
賠
償
「
『
現
代
判
例
民
法
学
の
課
題
』
森
泉
章
教
授
還
暦
記
念
論
集
」
半
田
正
夫
ほ
か
（
法
学
書
院
〉
、

年
九
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
九
月
号
（
恥
9
6
〉
、
一
九
八
八
年
九
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
一
〇
月
号
（
M
9
7
）
、
一
九
八
八
年
一
〇
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
コ
月
号
（
M
98
）
、
一
九
八
八
年
一
一
月

遺
産
分
割
に
お
け
る
遺
産
評
価
の
時
期
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
4
版
〕
』
」
、
一
九
八
八
年
一
一
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
八
年
一
二
月
号
（
臨
9
9
）
、
一
九
八
八
年
一
二
月

一
九
八
九
年

『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
相
続
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
九
年
一
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
九
年
一
月
号
（
M
㎜
）
、
一
九
八
九
年
一
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
九
年
二
月
号
（
M
皿
）
、
一
九
八
九
年
二
月

演
習
・
民
法
1
「
法
学
教
室
」
一
九
八
九
年
三
月
号
（
恥
醜
）
、
一
九
八
九
年
三
月

『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
親
族
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
九
年
四
月

詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
遺
言
「
遺
産
分
割
・
遺
言
蜀
号
」
野
田
・
泉
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社

八
九
年
四
月

一
九
八
八

判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
柵
号
、
一
九

一944一
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演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

死
亡
に
よ
る
損
害
賠
償
「
『
現
代
判
例
民
法
学
の
課
題
』
森
泉
章
教
授
還
暦
記
念
論
集
」
半
田
正
夫
ほ
か
(
法
学
書
院
)
、

49 (山梨学院大学〕

年
九
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

遺
産
分
割
に
お
け
る
遺
産
評
価
の
時
期
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
4
版〕』」、

一
九
八
八
年
一
二
月

法学論集

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
九
年

一
九
八
八
年
八
月
号
(
ぬ
%
)
、

一
九
八
八
年
九
月
号
(
ぬ
%
)
、

一
九
八
八
年
一

O
月
号
(
ぬ
幻
)
、

一
九
八
八
年
一
一
月
号
(
ぬ
別
)
、

一
九
八
八
年
一
二
月
号
(
ぬ

ω)、 一
九
八
八
年
八
月

一
九
八
八
年
九
月

一
九
八
八
年
一

O
月

一
九
八
八
年
一
一
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
1
ル
・
相
続
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、一
九
八
九
年
一
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
九
年
一
月
号
(
ぬ
肌
)
、

一
九
八
九
年
二
月
号
(
ぬ
削
)
、

一
九
八
九
年
三
月
号
(
ぬ
問
)
、

一
九
八
九
年
一
月

一
九
八
九
年
二
月

一
九
八
九
年
三
月

『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
・
親
族
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
八
九
年
四
月

八
九
年
四
月

詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
遺
言
「
遺
産
分
割
・
遺
言
出
号
」
野
田
・
泉
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社

一
九
八
八
年
一
一
月

判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
側
号
、 一

九
八
八

-944-

九
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演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

死
亡
に
よ
る
損
害
賠
償
「
『
現
代
判
例
民
法
学
の
課
題
』
森
泉
章
教
授
還
暦
記
念
論
集
」
半
田
正
夫
ほ
か
(
法
学
書
院
)
、

49 (山梨学院大学〕

年
九
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

遺
産
分
割
に
お
け
る
遺
産
評
価
の
時
期
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
4
版〕』」、

一
九
八
八
年
一
二
月

法学論集

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
九
年

一
九
八
八
年
八
月
号
(
ぬ
%
)
、

一
九
八
八
年
九
月
号
(
ぬ
%
)
、

一
九
八
八
年
一

O
月
号
(
ぬ
幻
)
、

一
九
八
八
年
一
一
月
号
(
ぬ
別
)
、

一
九
八
八
年
一
二
月
号
(
ぬ

ω)、 一
九
八
八
年
八
月

一
九
八
八
年
九
月

一
九
八
八
年
一

O
月

一
九
八
八
年
一
一
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
1
ル
・
相
続
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、一
九
八
九
年
一
月

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

演
習
・
民
法
1

「
法
学
教
室
」

一
九
八
九
年
一
月
号
(
ぬ
肌
)
、

一
九
八
九
年
二
月
号
(
ぬ
削
)
、

一
九
八
九
年
三
月
号
(
ぬ
問
)
、

一
九
八
九
年
一
月

一
九
八
九
年
二
月

一
九
八
九
年
三
月

『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
・
親
族
』
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
八
九
年
四
月

八
九
年
四
月

詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
遺
言
「
遺
産
分
割
・
遺
言
出
号
」
野
田
・
泉
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社

一
九
八
八
年
一
一
月

判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
側
号
、 一

九
八
八

-944-

九
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遺
言
書
の
隠
匿
と
相
続
欠
格
「
遺
言
分
割
・
遺
言
鵬
号
」
野
田
・
泉
編
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
騰
号
、
一

九
八
九
年
四
月

一
九
九
〇
年

特
別
養
子
制
度
実
施
一
年
を
か
え
り
み
て
［
講
述
］
「
新
し
い
家
族
」
第
1
6
号
、
一
九
九
〇
年
二
月

真
夏
の
夜
の
夢
〔
随
想
〕
「
会
報
」
（
千
葉
調
停
協
会
）
一
九
九
〇
年
号
、
一
九
九
〇
年

一
九
九
一
年

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
「
新
し
い
家
族
」
第
B
号
（
巻
頭
言
）
、
一
九
九
一
年
二
月

嫡
出
否
認
の
手
続
と
出
訴
期
間
「
夫
婦
・
親
子
％
号
」
野
田
慶
子
・
人
見
康
子
編
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊

糟
号
、
一
九
九
一
年
三
月

認
知
の
訴
え
と
出
訴
期
間
「
夫
婦
・
親
子
鵬
号
」
野
田
慶
子
・
人
見
康
子
編
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
覆

号
、
一
九
九
一
年
三
月

『
親
族
・
相
続
法
要
説
』
中
川
高
男
・
三
和
一
博
・
平
井
一
雄
編
、
青
林
書
院
、
一
九
九
一
年
四
月

『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
親
族
・
相
続
〕
』
（
第
2
版
）
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
一
年
四
月

稲
子
宣
子
『
ソ
連
に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利
』
［
書
評
］
「
法
律
時
報
」
6
5
巻
5
号
、
一
九
九
一
年
一
一
月

一945一

遺
言
書
の
隠
匿
と
相
続
欠
格
ヨ
喜
一
一
一
口
分
割
・
遺
言
山
号
」
野
田
・
泉
編
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
)
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
側
号
、

九
八
九
年
四
月

一
九
九

O
年

特
別
養
子
制
度
実
施
一
年
を
か
え
り
み
て
[
講
述
]
「
新
し
い
家
族
」
第
日
号
、

一
九
九

O
年
二
月

真
夏
の
夜
の
夢
〔
随
想
〕
「
会
報
」
(
千
葉
調
停
協
会
)

一
九
九

O
年
号
、

一
九
九

O
年

一
九
九
一
年

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
「
新
し
い
家
族
」
第
凶
号
(
巻
頭
言
)
、

一
九
九
一
年
二
月

嫡
出
否
認
の
手
続
と
出
訴
期
間
「
夫
婦
・
親
子
山
号
」
野
田
慶
子
・
人
見
康
子
編
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
)
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊

加
号
、

一
九
九
一
年
三
月
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認
知
の
訴
え
と
出
訴
期
間
「
夫
婦
・
親
子
山
号
」
野
田
慶
子
・
人
見
康
子
編
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
)
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
叩

Eコ
キデ、

一
九
九
一
年
三
月

『
親
族
・
相
続
法
要
説
』
中
川
高
男
・
三
和
一
博
・
平
井
一
雄
編
、
青
林
書
院
、

一
九
九
一
年
四
月

『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
親
族
・
相
続
〕
』
(
第
2
版
)
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
九
一
年
四
月

945 

稲
子
宣
子
『
ソ
連
に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利
』
[
書
評
]
「
法
律
時
報
」
白
巻
5
号、

一
九
九
一
年
一
一
月

遺
言
書
の
隠
匿
と
相
続
欠
格
ヨ
喜
一
一
一
口
分
割
・
遺
言
山
号
」
野
田
・
泉
編
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
)
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
側
号
、

九
八
九
年
四
月

一
九
九

O
年

特
別
養
子
制
度
実
施
一
年
を
か
え
り
み
て
[
講
述
]
「
新
し
い
家
族
」
第
日
号
、

一
九
九

O
年
二
月

真
夏
の
夜
の
夢
〔
随
想
〕
「
会
報
」
(
千
葉
調
停
協
会
)

一
九
九

O
年
号
、

一
九
九

O
年

一
九
九
一
年

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
「
新
し
い
家
族
」
第
凶
号
(
巻
頭
言
)
、

一
九
九
一
年
二
月

嫡
出
否
認
の
手
続
と
出
訴
期
間
「
夫
婦
・
親
子
山
号
」
野
田
慶
子
・
人
見
康
子
編
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
)
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊

加
号
、

一
九
九
一
年
三
月

中川良延教授著作目録

認
知
の
訴
え
と
出
訴
期
間
「
夫
婦
・
親
子
山
号
」
野
田
慶
子
・
人
見
康
子
編
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
)
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増
刊
叩

Eコ
キデ、

一
九
九
一
年
三
月

『
親
族
・
相
続
法
要
説
』
中
川
高
男
・
三
和
一
博
・
平
井
一
雄
編
、
青
林
書
院
、

一
九
九
一
年
四
月

『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
親
族
・
相
続
〕
』
(
第
2
版
)
島
津
一
郎
編
、
日
本
評
論
社
、

一
九
九
一
年
四
月

945 

稲
子
宣
子
『
ソ
連
に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利
』
[
書
評
]
「
法
律
時
報
」
白
巻
5
号、

一
九
九
一
年
一
一
月
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一
九
九
二
年

『
新
版
　
注
釈
民
法
㈲
相
続
ω
』
谷
口
知
平
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
一
月

『
新
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
民
法
1
4
相
続
ω
』
島
津
一
郎
・
久
貴
忠
彦
編
、
三
省
堂
、
一
九
九
二
年
一
月

『
民
法
小
事
典
』
玉
田
弘
毅
編
、
住
宅
新
報
社
、
一
九
九
二
年
一
月

社
会
的
親
子
の
法
的
関
係
『
講
座
・
現
代
家
族
法
』
川
井
健
ほ
か
編
、
日
本
評
論
社
第
3
巻
、
一
九
九
二
年
一
月

『
注
釈
家
事
審
判
法
（
改
訂
）
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、
一
九
九
二
年
三
月

『
注
釈
家
事
審
判
規
則
（
改
訂
）
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、
一
九
九
二
年
三
月

一
九
九
三
年

『
民
法
1
1
〔
債
権
総
論
・
債
権
各
論
・
親
族
・
相
続
〕
』
〔
改
訂
〕
森
泉
章
編
、
法
学
書
院
、
一
九
九
三
年
二
月

調
停
と
人
権
［
講
演
］
「
平
成
五
年
九
月
三
〇
日
　
日
本
調
停
協
会
関
東
支
部
大
会
」
、
一
九
九
三
年
九
月

『
不
動
産
売
買
の
法
律
相
談
』
（
第
6
版
）
幾
代
通
・
山
本
進
一
編
、
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
一
二
月

一
九
九
四
年

『
民
法
1
〔
総
則
・
物
権
・
担
保
物
権
・
親
族
・
相
続
〕
』
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
・
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
（
第
3
版
）

正
夫
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
三
月

『
新
版
注
釈
民
法
⑫φ
親
族
⑥
親
子
⑭
養
子
』
中
川
善
之
助
・
山
畠
正
男
編
、
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
一
一
月

下
森
定
・
半
田

一946一
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一
九
九
二
年

『
新
版

注
釈
民
法
制
四
相
続

ω』
谷
口
知
平
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、

民
法
M
相
続

ω』
島
津
一
郎
・
久
貴
忠
彦
編
、
三
省
堂
、

一
九
九
二
年
一
月

49 (山梨学院大学〕

『
新
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル

一
九
九
二
年
一
月

『
民
法
小
事
典
』
玉
田
弘
毅
編
、
住
宅
新
報
社
、

一
九
九
二
年
一
月

社
会
的
親
子
の
法
的
関
係
『
講
座
・
現
代
家
族
法
』
川
井
健
ほ
か
編
、
日
本
評
論
社
第
3
巻、

一
九
九
二
年
一
月

「
注
釈
家
事
審
判
法
(
改
訂
)
」
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、

一
九
九
二
年
三
月
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『
注
釈
家
事
審
判
規
則
(
改
訂
)
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、

一
九
九
二
年
三
月

一
九
九
三
年
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「
民
法
H

〔
債
権
総
論
・
債
権
各
論
・
親
族
・
相
続
〕
』
〔
改
訂
〕
森
泉
章
編
、
法
学
書
院
、

一
九
九
三
年
二
月

調
停
と
人
権
[
講
演
]
「
平
成
五
年
九
月
三

O
日

日
本
調
停
協
会
関
東
支
部
大
会
」
、

一
九
九
三
年
九
月

『
不
動
産
売
買
の
法
律
相
談
』
(
第
6
版
)
幾
代
通
・
山
本
進
一
編
、
有
斐
閣
、

一
九
九
三
年
一
二
月

一
九
九
四
年

『
民
法
I

〔
総
則
・
物
権
・
担
保
物
権
・
親
族
・
相
続
〕
』
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
・
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
(
第
3
版
)
下
森
定
・
半
田

正
夫
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
三
月

『
新
版
注
釈
民
法

ω親
族

ω親
子

ω養
子
』
中
川
善
之
助
・
山
畠
正
男
編
、
有
斐
閣
、

一
九
九
四
年
一
一
月
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一
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九
二
年
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新
版

注
釈
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制
四
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続

ω』
谷
口
知
平
ほ
か
編
、
有
斐
閣
、

民
法
M
相
続

ω』
島
津
一
郎
・
久
貴
忠
彦
編
、
三
省
堂
、

一
九
九
二
年
一
月

49 (山梨学院大学〕

『
新
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル

一
九
九
二
年
一
月

『
民
法
小
事
典
』
玉
田
弘
毅
編
、
住
宅
新
報
社
、

一
九
九
二
年
一
月

社
会
的
親
子
の
法
的
関
係
『
講
座
・
現
代
家
族
法
』
川
井
健
ほ
か
編
、
日
本
評
論
社
第
3
巻、

一
九
九
二
年
一
月

「
注
釈
家
事
審
判
法
(
改
訂
)
」
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、

一
九
九
二
年
三
月
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『
注
釈
家
事
審
判
規
則
(
改
訂
)
』
斎
藤
秀
夫
・
菊
地
信
男
編
、
青
林
書
院
、

一
九
九
二
年
三
月

一
九
九
三
年

-946-

「
民
法
H

〔
債
権
総
論
・
債
権
各
論
・
親
族
・
相
続
〕
』
〔
改
訂
〕
森
泉
章
編
、
法
学
書
院
、

一
九
九
三
年
二
月

調
停
と
人
権
[
講
演
]
「
平
成
五
年
九
月
三

O
日

日
本
調
停
協
会
関
東
支
部
大
会
」
、

一
九
九
三
年
九
月

『
不
動
産
売
買
の
法
律
相
談
』
(
第
6
版
)
幾
代
通
・
山
本
進
一
編
、
有
斐
閣
、

一
九
九
三
年
一
二
月

一
九
九
四
年

『
民
法
I

〔
総
則
・
物
権
・
担
保
物
権
・
親
族
・
相
続
〕
』
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
・
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
(
第
3
版
)
下
森
定
・
半
田

正
夫
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
三
月

『
新
版
注
釈
民
法

ω親
族

ω親
子

ω養
子
』
中
川
善
之
助
・
山
畠
正
男
編
、
有
斐
閣
、

一
九
九
四
年
一
一
月
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『
解
説
実
務
書
式
大
系
⑫
φ
〔
家
事
編
〕
』
三
省
堂
、
一
九
九
四
年
一
一
月

一
九
九
五
年

遺
産
分
割
に
お
け
る
遺
産
評
価
の
時
期
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
5
版
〕
』
」
久
貴
・
米
倉
編
、
（
M
麗
）
、
一
九

九
五
年
一
月

『
民
法
X
〔
相
続
〕
』
（
注
解
法
律
学
全
集
）
泉
久
雄
・
野
田
愛
子
ほ
か
、
青
林
書
院
、
｝
九
九
五
年
八
月

剛
九
九
六
年

家
事
調
停
と
家
族
法
の
役
割
「
星
野
英
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
日
本
民
法
学
の
形
成
と
課
題
（
下
）
』
」
有
斐
閣
・
一
九
九
六
年

六
月

二
宮
周
平
著
『
戸
籍
と
人
権
』
（
解
放
出
版
社
、
一
九
九
五
）
［
読
書
案
内
」
「
新
し
い
家
族
」
2
9
号
、
一
九
九
六
年
へ
○
月

｝
九
九
九
年

審
判
例
か
ら
み
た
特
別
養
子
の
1
0
年
［
講
述
」
「
新
し
い
家
族
」
第
3
4
号
、
一
九
九
九
年
五
月

近
親
者
の
慰
謝
料
請
求
権
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
交
通
事
故
判
例
百
選
（
第
4
版
）
』
」
加
藤
一
郎
・
宮
原
守
男
・
野
村
好
弘
ほ
か
編

　
（
恥
湿
）
、
一
九
九
九
年
九
月

一947一

『
解
説
実
務
書
式
大
系

ω
〔
家
事
編
〕
』
三
省
堂
、

一
九
九
四
年
一
一
月

一
九
九
五
年

遺
産
分
割
に
お
け
る
遺
産
評
価
の
時
期
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
5
版
〕
』
」
久
貴
・
米
倉
編
、
(
蜘
問
)
、

九
五
年
一
月

「
民
法
X
〔
相
続
〕
』
(
注
解
法
律
学
全
集
)
泉
久
雄
・
野
田
愛
子
ほ
か
、
育
林
霊
園
院
、

一
九
九
五
年
八
月

一
九
九
六
年

家
事
調
停
と
家
族
法
の
役
割
「
星
野
英
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
日
本
民
法
学
の
形
成
と
課
題
(
下
)
』
」
有
斐
閣
、

一
九
九
六
年

六
月
二
宮
周
平
著
『
戸
籍
と
人
権
』
(
解
放
出
版
社
、

一
九
九
五
)
[
読
書
案
内
]
「
新
し
い
家
族
」
却
号
、

一
九
九
六
年
一

O
月

中川良延教授著作目録

一
九
九
九
年

審
判
例
か
ら
み
た
博
別
養
子
の

M
年
[
講
述
]
「
新
し
い
家
族
」
第
担
号
、

一
九
九
九
年
五
月

近
親
者
の
慰
謝
料
請
求
権
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
交
通
事
故
判
例
百
選
(
第
4
版
)
』
」
加
藤
一
郎
・
宮
原
守
男
・
野
村
好
弘
ほ
か
編

947 

(
ぬ
問
)
、

一
九
九
九
年
九
月

九

-947-

『
解
説
実
務
書
式
大
系

ω
〔
家
事
編
〕
』
三
省
堂
、

一
九
九
四
年
一
一
月

一
九
九
五
年

遺
産
分
割
に
お
け
る
遺
産
評
価
の
時
期
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
家
族
法
判
例
百
選
〔
第
5
版
〕
』
」
久
貴
・
米
倉
編
、
(
蜘
問
)
、

九
五
年
一
月

「
民
法
X
〔
相
続
〕
』
(
注
解
法
律
学
全
集
)
泉
久
雄
・
野
田
愛
子
ほ
か
、
育
林
霊
園
院
、

一
九
九
五
年
八
月

一
九
九
六
年

家
事
調
停
と
家
族
法
の
役
割
「
星
野
英
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
日
本
民
法
学
の
形
成
と
課
題
(
下
)
』
」
有
斐
閣
、

一
九
九
六
年

六
月
二
宮
周
平
著
『
戸
籍
と
人
権
』
(
解
放
出
版
社
、

一
九
九
五
)
[
読
書
案
内
]
「
新
し
い
家
族
」
却
号
、

一
九
九
六
年
一

O
月
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一
九
九
九
年

審
判
例
か
ら
み
た
博
別
養
子
の

M
年
[
講
述
]
「
新
し
い
家
族
」
第
担
号
、

一
九
九
九
年
五
月

近
親
者
の
慰
謝
料
請
求
権
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
交
通
事
故
判
例
百
選
(
第
4
版
)
』
」
加
藤
一
郎
・
宮
原
守
男
・
野
村
好
弘
ほ
か
編
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(
ぬ
問
)
、

一
九
九
九
年
九
月

九

-947-
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二
〇
〇
〇
年

家
事
調
停
制
度
の
回
顧
と
展
望
「
会
報
」
（
千
葉
調
停
協
会
）
二
〇
〇
〇
年
号
、
二
〇
〇
〇
年
二
一
月

二
〇
〇
一
年

　
養
子
死
亡
後
に
養
親
か
ら
申
し
立
て
た
離
縁
を
許
可
し
た
事
例
「
民
商
法
雑
誌
」
鵬
巻
6
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月

二
〇
〇
二
年

　
養
子
縁
組
の
裁
判
離
縁
の
原
因
「
家
事
関
係
裁
判
例
と
実
務
踊
題
」
野
田
愛
子
他
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増

　
刊
一
】
○
○
号
、
二
〇
〇
二
年
二
月

　
特
別
養
子
の
離
縁
が
で
き
る
か
「
家
事
関
係
裁
判
例
と
実
務
踊
題
」
野
田
愛
子
他
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増

　
刊
二
〇
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
二
月

一948一

ニ
O
O
O年
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家
事
調
停
制
度
の
回
顧
と
展
望
「
会
報
」
(
千
葉
調
停
協
会
)
二

0
0
0年
号
、
二

O
O
O年
一
二
月

49 (山梨学院大学〕

ニ
O
O
一
年

養
子
死
亡
後
に
養
親
か
ら
申
し
立
て
た
離
縁
を
許
可
し
た
事
例
「
民
商
法
雑
誌
」
凶
巻
6
号
、
二

O
O
一
年
三
月

法学論集

ニ
O
O二
年

養
子
縁
組
の
裁
判
離
縁
の
原
因
「
家
事
関
係
裁
判
例
と
実
務
問
題
」
野
田
愛
子
他
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社

刊
一
一

O
O号
、
二

O
O二
年
一
一
月

特
別
養
子
の
離
縁
が
で
き
る
か
「
家
事
関
係
裁
判
例
と
実
務
問
題
」
野
田
愛
子
他
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社

刊
一
一

O
O号
、
二

O
O二
年
一
一
月

判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増

判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増

-948-

ニ
O
O
O年

948 

家
事
調
停
制
度
の
回
顧
と
展
望
「
会
報
」
(
千
葉
調
停
協
会
)
二

0
0
0年
号
、
二

O
O
O年
一
二
月

49 (山梨学院大学〕

ニ
O
O
一
年

養
子
死
亡
後
に
養
親
か
ら
申
し
立
て
た
離
縁
を
許
可
し
た
事
例
「
民
商
法
雑
誌
」
凶
巻
6
号
、
二

O
O
一
年
三
月

法学論集

ニ
O
O二
年

養
子
縁
組
の
裁
判
離
縁
の
原
因
「
家
事
関
係
裁
判
例
と
実
務
問
題
」
野
田
愛
子
他
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社

刊
一
一

O
O号
、
二

O
O二
年
一
一
月

特
別
養
子
の
離
縁
が
で
き
る
か
「
家
事
関
係
裁
判
例
と
実
務
問
題
」
野
田
愛
子
他
編
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社

刊
一
一

O
O号
、
二

O
O二
年
一
一
月

判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増

判
例
タ
イ
ム
ズ
臨
時
増

-948-


